















長崎大学全学教育における既習外国語 ｢総合英語｣および ｢英語 コミュニケーション｣
の授業は従来の講読中心型の英語指導の問題点を解消するために,スピーキングとリスニ
ング活動を多 く取 り入れ, リーディングとライティングとの4技能のバランスがとれた,
いわゆる伝達能力の育成を目標に導入されたものである｡ 将来,職場や学会等において,
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大学生を対象として,まず リスニング用テストForm A,Form Bを,さらに初級 レベル
の大学生を対象としてBASICテストを開発 して実施 してきた｡さらに,その中間的難易
度を設定 したものとして,Intermediatelevel対象のテス トを8年前に開発 し,現在で
はレベルに応じて3種類のリスニングテストが利用できるようになっている｡
さらに,従来はリスニング部門のみのテス トであったものを,2004年にBasicの リスニ
ングテス トを改訂 し, さらに文法 ･リーディングのパー トを加えてJACETEnglish




























た｡対象となったのは,薬学部 (81名),水産学部 (115名),環境科学部 (142名)の 1年
生,計338名である｡ テス トの実施期間は,2004年 5月17日～21日とし,これら3学部の
｢総合英語 Ⅰ｣の講義の後半を利用 してテス トを行った｡
以下, 3節でこのJACETの基礎学力テス トの問題内容分析を行い,学生の正答率の視
点から論 じる｡ なお,テス トの著作権の関係から,問題傾向については言及できるが,個
別の問題を直接提示 したり内容に触れたりすることはできないことになっている｡ 4節で
は, 3学部別に,総得点,パート別得点 ･人数分布,筆記 ･聴解得点分布図等の視点から,
学部内の学生の学力分布を分析 し,各学部内での習熟度別クラス編成必要性の有無につい






設問番号 問 題 内 容 難 易 度 正 答 率
1 形哀詞相当語句の限定 .叙述用法 やや難 93%
2 分詞構文と否定辞要素の語順 基 礎 95%
3 埋め込み節と形式目的語としてのitの用法 基 礎 87%
4 不定詞の意味上の主語の形 基 礎 95%
5 関係副詞 基 礎 89%
6 甚較 基 礎 77%
7 形容詞相当語句 (限定用法)の語順 やや難 79%
8 時制 (現在完了) 基 礎 84%
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10 現在分詞 基 礎 78%
ll 接続詞 基 礎 89%
12 時制 (過去完了) 基 礎 76%
13 否定の副詞 基 礎 80%
14 不定詞 やや難 75%
15 時制 (時 .条件の副詞節) 基 礎 75%
16 仮定法 (過去完了) 基 礎 66%
17 前置詞の選択 基 礎 47%
18 接続詞 (nomatter疑問詞) やや難 67%




















設問番号 難 易 度 正 答 率
21 基 礎 96%
22 基 礎 88%
23 基 礎 75%
24 基 礎 72%














設問番号 問 題 内 容 難 易 度 正 答 率
26 疑問詞の内容を聞き取る (Howmuch～?) 基 礎 88%
27 疑問詞の内容を聞き取る (When～?) 基 礎 81%
28 依頼の内容を聞き取る (Wi1you～?) 基 礎 80%
29 疑問詞の内容を聞き取る (Howlong～?) 基 礎 83%
30 依頼の内容を聞き取る (Couldyou～?) 基 礎 83%
31 Yes/No疑問文を聞き取る 基 礎 58%
32 提案を聞き取る 基 礎 67%
33 否定疑問文を聞き取る やや難 55%
34 Yes/No疑問文を聞き取る 基 礎 44%
･35 許可を求める内容を聞一考取る(Doyoumindif～?) 基 礎 18%
36 内容から状況を理解する 基 礎 66%
37 内容から状況を理解する 基 礎 72%
38_ 内容から状況を理解する 基 礎 67%
39 内容から状況を理解する 基 礎 68%
40 内容から状況を理解する 基 礎 L 76%
41 内容から状況を理解する 基 礎 72%
42 内容から状況を理解する (Howoften～?) 基 ー礎 ー 66%
43 内容から状況を理解する 基 礎 57%
44 内容から状況を理解する (What～?) 基 礎 41%
45 内容から状況を理解する (Yes/No疑問文) 基 礎 57%
46 説明内容を理解する (Why～?) 基 礎 48%
47 説明内容を理解する (When～?) 基 礎 . 54%
48 説明内容を理解する (Why～?) 基 礎 62%
49 説明内容を理解する (What～?) 基 礎 23%


















で (標準偏差 9.01,盃度 -0.81,尖度 0.ll),図 1のグラフが示すように全体的には
多少ばらつきはみられるものの,正規分布に近い傾向を示 している｡
図 1
さらに筆記部門 (文法と読解)の得点分布状況 (平均値 86.66ポイント,標準偏差 3.36,
歪度 -0.52,尖度 0.13)と聴解部門の得点分布状況 (平均値 74.02ポイント,標準偏差










この項では,環境科学部のテス ト結果を分析 していく｡ 総合得点の平均値は66.82ポイ






さらに筆記部門 (文法と読解)の得点分布状況 (平均値 73.18ポイント,標準偏差 7.15,
歪度 -1.61,尖度 4.73)と聴解部門の得点分布状況 (平均値 60.46ポイント,標準偏差
8.91,歪度 -0.39,尖度 -0.42)をグラフで示すと次の図5,図6のようになる｡
環境科学部 (文法読解)
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*本研究は,2004年度の大学教育機能開発センター教育研究改善プロジェクト｢長崎大学
全学教育外国語教育 (英語教育)改善研究一教材開発及びカリキュラム改善のための基
礎調査-｣(代表:小笠原真司,メンバー :池田俊也 ･稲毛逸郎 ･西原俊明)の研究報告
の一部である｡なお,執筆の分担は,次の通りである｡ 1節および2節 小笠原, 3節
西原, 4節 1.および4節 2.稲毛, 4節 3.および5節 池田)
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